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《ポイント》 

●内政：新政権は、近年深刻な問題となっている恐喝犯罪対策への集中的取組、長年社会か

ら疎外され続けてきたとされる先住民とのアレバロ大統領による現地対話などを進めた。

他方で公立病院の予算逼迫、学校保険廃止に対する教員組合の反発等、課題は山積している。 

●外交：アレバロ大統領が米国を訪問。バイデン大統領と会談し更なる連携を確認した他、

ハリス大統領と会談し、中米からの非正規移民問題に関する協力で一致した。 

●経済：3月 4日、イスラエルとのＦＴＡが発効した。今後、コーヒー、カルダモン等の輸

出促進に期待が寄せられる。また、3 月 18 日アレバロ大統領は米国とハイレベル経済対話

を実施し、ガバナンス、女性、インフラをはじめとする幅広い分野での協力を確認した。国

内経済は、先月のインフレ率が 3.3％と過去１年で最も低い値を記録したほか、郷里送金は

昨年同期比 8.3％増加するなど好調を維持している。 

 

《本文》 

１ 内政 

（１）県知事任命の進捗状況 

ア 1 日、各県（全 22 県）の開発審議会（CODEDE）は、大統領府にそれぞれの県知事候補

者リストを提出。他方、複数の先住民組織や女性団体は 11県の知事候補の選出プロセス

に不正があったとして、大統領はこれを受け取るべきでないとの声を上げた。 

 

イ 大統領は一部の県知事を任命 

 20 日、アレバロ大統領は、各県開発審議会（CODEDE）から提出された各県の知事候補名

簿をもとに、5県（グアテマラ、キチェ、ハラパ、エル・プログレソ、トトニカパン）の県

知事を任命。3 県（サンタロサ、サンマルコス、サカパ）については、補欠知事のみ任命。

その他の県では知事としての資質が不十分等として候補名簿が差し戻された。これを受け

CODEDE は県知事・代理人未定の県について、4 月 3 日までに新たな候補者リストを提出し

なければならない。 

 

（２）国民対話：先住民族コミュニティに対する支援（キチェ県） 

13 日アレバロ大統領は、キチェ県イシル地方において同コミュニティにおける教育、食

糧、保健、経済、インフラ等の支援に関する文書に署名。また、大統領は 500年間疎外され

てきたイシル族のニーズに応えると述べた。 

 



（３）国内の課題等 

ア 過去の政権における不当解雇疑惑（社会開発省） 

 6 日、アベラルド・ピント社会開発大臣は、ジミー・モラレス政権初期の 2016 年に同省

における約 500 名の大量解雇が発生し、解雇された職員の復職や未払い給与約 4 千万ケツ

ァルの支払いを裁判所に命令されている旨発表。また、社会開発省の予算は十分でないため、

財務省との調整が必要と説明。 

 

イ 公立病院における予算逼迫 

 6日、財務省は、公立病院に割り当てられた予算の半分以上がわずか 2ヶ月で払拭の危機

にあると発表。専門家は前政権による納入業者への未払い金および事故・事件の増加を受け

た患者の増加が原因としている。なお、報道では同未払い金は 6 億 5 千万ケツァルにのぼ

るとされている。 

 

ウ 栄養失調対策 

  7日、大統領府は、栄養失調対策予算 5億 2千万ケツァルの分配について、その基礎と

なる大統領不食料安全保障栄養庁（SESAN）が提出した報告書が約 10年前の古いデータに基

づいていたとの批判を受け、新たな基準を設けると発表した。 

 

エ 学校保険廃止に対する教職員組合の抗議 

12 日、教職員組合は、アレバロ大統領がアクセス、サービス共に劣悪であることを理由

として行った学校保険の廃止（2月 5日）を、労働協約違反として同保険の復活を教育省に

要請した。また、要求が通らなければデモなどを行うと言及。 

 

オ 降雨不足による発電量不足 

18日、エネルギー・鉱山省は、降雨不足による発電量減少のため同日から 5月 31日の間

電力に関する緊急事態宣言を発出したが、供給制限については否定した。 

 

カ 世界の自由度ランキング（政府の透明性、司法の独立等） 

12 日、国際 NGO 団体フリーダム・ハウスは、グアテマラにおいてパネルディスカッショ

ンイベントを開催し、世界各国の自由度を格付けする報告書「Freedom in the world 2024」

を公表。グアテマラは昨年から 4 ポイント下げ 46 点（100 点満点）の「部分的自由」であ

ったと発表。複数の指標のうち、政府の透明性、司法の独立、表現の自由、法適用の平等性

等については最低点であった。登壇者はアレバロ大統領の就任は自由と民主主義にとって

重要とし、期待を表明した。 

 

（４）治安 



ア 13日、国家文民警察（PNC）は恐喝犯罪対策の一環で、全国 81か所で家宅捜索を行い、

57名の恐喝犯罪組織構成員を逮捕したと発表した。 

 

イ 21 日、グアテマラ訪問中のヌニェス・ネト米国国土安全保障省次官は、中米において

人身売買を行うカルテルが増加している旨指摘した。 

 

（５）種の運動党法人格停止に関する動き 

25日付プレンサ・リブレ紙は、最高選挙管理委員会（TSE）による種の運動党の党法人格

抹消手続きに関し、第 7刑事裁判所が同案件分析のため TSEに関連情報を求めたと報じた。

TSE筋によると、新たに種の運動党関係者 3名に対する告発書が送付され、うち１名につい

ては結党時に党員名簿を確認しなかったことが背任行為にあたるとされている。ロハス第 7

刑事裁判所判事は、然るべく分析・調査を行い必要であれば種の運動党の活動停止の可能性

を問う審問を実施する必要があるが、党法人格の抹消を意味するものではないと述べた。 

 

２ 外交 

（１）エレラ副大統領による米国訪問 

  9 日から 12 日にかけてエレラ副大統領はニューヨークを訪問した。国連女性機関（UN 

Women）閣僚会合にて、新政権は未成年者を含む女性のケアに関して、最も弱い立場にある

農村部や先住民の女性に手を差し伸べる対策が必要であり、国の方針を変えるべく取り組

んでいる旨発言した他、国軍の指揮官に初めて女性を登用したこと等を紹介した。その他、

グテーレス国連事務総長との会談、在留グアテマラ人と会合を行うなどした。 

 

（２）USAIDによる零細農家支援 

12 日、USAID は国内７県の零細農家に焦点を当て、雇用創出を目的としたソフトローン

（総額 1,300万ドル）事業を開始する旨発表した。 

 

（３）アレバロ大統領とハリス米副大統領との会談 

 25 日、アレバロ大統領はホワイトハウスにおいてハリス大統領と会談し、民主主義、法

の支配等の基本的価値・原則を共有することを確認したほか、中米からの非正規移民問題に

関する協力で一致した。ハリス副大統領は移民抑制の取組の一環として、電力アクセス、零

細農家支援、工業団地建設等を含む 10億ドルの新規投資に言及した。 

 

（４）アレバロ大統領とバイデン大統領との会談 

 25 日、アレバロ大統領はホワイトハウスにてバイデン大統領と短時間の会談を行った。

両首脳は、両国が更なる連携を進めていくことで一致した。 

 



３ 経済 

（１）マクロ経済 

ア 1月、2月の徴税額（目標値達成） 

 ４日付ディアリオ・デ・セントロアメリカ紙は、１月の徴税額が 95億 190万ケツァルに

達し、目標額 79億 690万ケツァルを 19.2％上回ったとの国税庁発表につき報じた。 

 また、21 日財務省は 2 月の徴税額が前年同期比 10.2％増で目標を 12.5％上回る 161 億

1,130ケツアルに達したと発表した。 

 

イ 1－2月期の郷里送金（8.3％増） 

 6日、中央銀行は、1－2月期の郷里送金は、昨年の同期比 8.3％増の 29億 9600万米ドル

と発表した。 

 

ウ 2月のインフレ率（低水準維持） 

 ７日、国家統計局（INE）は 2 月中のインフレ率（前年同期比）は 3.3％であり、過去１

年で最も低い水準となった旨発表した。 

 

エ グアテマラ経済行動計画の発表 

15 日、ガルシア経済大臣は「グアテマラ経済行動計画」を発表し、本年の海外からの直

接投資は 14億ドルに達し 3.5％～4％の経済成長に貢献すると発言。同計画では、アグロイ

ンダストリー、電気・電子製品、医療関連、高品質ゴム、コールセンター等が主要セクター

に掲げられている。 

 

オ 政策金利の発表 

20日、金融委員会の政策金利決定会合において、政策金利を 5％に据え置くことが全会一

致で決定された。 

 

（２）経済外交 

ア IMFミッションのグアテマラ訪問 

 5日付プレンサ・リブレ紙は、IMF代表団が 1日までグアテマラを訪れ金融・財政当局や

民間部門と会合を開いたと報じた。財務省は IMFに行った報告の一部を公表した。同報告に

よると、2023 年の税収は対 GDP 比 12％、歳入は同 12.7％、予算執行率 97％、財政赤字は

GDPの 1.3％、債務残高の対 GDP比は 27.8％である。 

 

イ 公共投資の必要性 

 3 月初旬に当地を訪問したサラサル・ラテンアメリカ・カリブ経済委員会（ECLAC）事務

局長は、低成長、不平等、制度の不備がグアテマラの課題であり、債券発行や国際金融にお



ける資金調達を行い、教育や生産性向上等への公共投資及び投資誘致を通じて雇用創出す

ることが重要であると指摘した。また、グアテマラは観光業に大きな潜在力がある旨言及し

た。 

 

ウ 欧州委員会代表団の当国訪問（投資可能性と協力分野検討） 

 2月のアレバロ大統領の欧州訪問を受け、3月 4日、欧州委員会フェリックス・フェルナ

ンデス・ショー欧州委員会ラテンアメリカ・カリブ地域担当局長を団長とする代表団が、投

資可能性と協力分野の特定を目的としてグアテマラを訪問し、エレラ副大統領と会合した。

フェルナンデス・ショー局長は、科学技術、電化、教育、保健、気候変動、環境分野への関

心を表明するともに、競争法等の投資保護に関する法整備の必要性を指摘。そのほか、地方

における電気・インターネット普及に関する協力提案を行った。グアテマラの電化率は

89.2％。最も低いアルタ・ベラパス県は 50.8％にとどまる。 

 

エ グアテマラ・イスラエル FTAが発効 

 4日付ディアリオ・デ・セントロアメリカ紙は、グアテマラとイスラエルとの FTAが同日

発効し、グアテマラからコーヒー、カルダモン、観葉植物等の輸出機会が向上する旨報じた。

イスラエルからの肥料、殺虫剤、殺菌剤等への輸入アクセスも向上することが期待されてい

る。なお、2023年のグアテマラからのイスラエル向け輸出は 2023年 1,130万ドル、イスラ

エルからの輸入は 3,090万ドル。 

 

オ グアテマラ・米国ハイレベル経済対話の開催 

18 日、グアテマラ市において、グアテマラ・米国ハイレベル経済対話が開催された。グ

アテマラはアレバロ大統領以下主要閣僚が、また、米国からはフェルナンデス国務次官ほか

が参加した。今回、ガバナンス、女性・若者・先住民支援、インフラ、競争法整備、投資促

進、食料安全保障、電気アクセス、気候変動等の分野での協力が発表された。 

 

（３）国内経済 

ア セマナ・サンタ（イースター）中の旅行者数見込み（330万人） 

 4日、観光庁は 3月下旬のセマナ・サンタ中、国内外合わせて 330万人の人出が見込まれ

る旨発表した。同予測は前年を約 19万人上回る。外国人旅行者の内訳は、エルサルバドル

54％、米国 15％、ホンジュラス 12％、EU6％など。また、経済効果は 26億 3700万ケツァル

と試算した。 

 

イ 首都交通の改善 

16日、アレバロ大統領は首都圏のメトロ整備計画について、2027年半ばにその一部の開

通と運行開始を目指すと発言した。 



 

ウ パーム油の生産（気候変動による 20％減産の可能性） 

1日付プレンサ・リブレ紙は、主要な外貨獲得源であるパーム油の本年の生産量が気候変

動の影響を受け、少なくとも昨年比 20％減少するとのパーム油生産者組合の見通しを掲載

した。2023年の輸出量は 110万トン、輸出総額 16億ドルであった。 

 

エ 持続可能観光戦略 

1日付プレンサ・リブレ紙は、2月 29日、観光庁が持続可能な観光促進を目的とした 100

日間戦略を発表したと報じた。観光促進はアレバロ政権が経済発展の原動力の一つとして

掲げており、本件戦略は管理、プロモーション、競争力のあるサービス、官民連携、インフ

ラの 5つ項目で構成され、投資誘致や雇用促進を目指す。 

 

オ 第一四半期、燃料価格が高騰。 

22日付ディアリオ・デ・セントロアメリカ紙は、1月から 3月 21日までに、１ガロンあ

たりのガソリン価格は、国際価格の上昇を繁栄してプレミアム 4.4 ケツァル、レギュラー

3.69 ケツァル価格が上昇したと報じた。燃料コストは輸送コストを押し上げるため、あら

ゆる商品の価格に影響を及ぼすことが懸念されている。 

 

４ その他 

グアテマラ・オリンピック委員会に対する IOC制裁の一時的解除 

19日、IOCは、グアテマラ・オリンピック委員会（COG）の資格を停止している問題につ

いて、最近の COG の取組を前向きに受け止め、資格停止の制裁が科されていた COG に対し

てこれを一時的に解除した。これを受け、グアテマラ人アスリートはパリ・オリンピックに

グアテマラ代表として参加することが可能となる。 

 

《経済指標》 

◇主要経済指標◇ 
2024 年 

2023 年 2022 年 
3 月 2 月 

インフレ率（前年同月比） 3.24% 3.30% 6.27% 9.24％ 

貿易収支（百万ドル） △1,125.2 △1,346 △16,124.2 △16,437 

輸出（百万ドル） 1,305.6 1,209 14,194.3 15,684.3 

輸入（百万ドル） 2,430.8 2,555 30,318.5 32,121.8 

外貨準備高 （百万ドル） 21,106.3 20,714.70 21,319.4 20,019.8 

外国からの送金（百万ドル） 1,686.6 1,527.90 19,804.0 18,040.3 

為替レート（対ドル月平均） 7.82 7.83 7.85 7.77 

 


